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「
遊
悟
真
寺
詩
一
百
三
十
韻
」（
以
下
「
悟
真
寺
詩
」
と
略
称
す
）
は
、『
白
居
易
詩
集
』
巻
六
「
閑
適
二
」
に
所
収
、
元
和
九
年
（
八

一
四
）
の
秋
、
作
者
の
藍
田
王
順
山
悟
真
寺
で
の
五
昼
夜
の
参
拝
を
主
題
と
し
た
五
言
古
詩
で
あ
る（

１
）。

百
三
十
韻
を
踏
ん
だ
こ
の
作
品

は
、
杜
甫
「
北
征
」、
韓
愈
「
南
山
詩
」
に
匹
敵
し
、
中
国
古
典
詩
歌
史
上
屈
指
の
大
長
篇
で
あ
る
。
一
方
、
傑
作
と
評
さ
れ
て
い
る
こ

の
詩
は
、
実
に
は
宋
代
以
降
、
長
い
間
に
文
学
史
の
表
に
浮
上
す
る
こ
と
が
な
い（

２
）。
詩
の
作
っ
た
元
和
九
年
か
ら
約
千
年
を
隔
て
、
清

の
乾
隆
嘉
慶
期
に
乾
隆
帝
（
一
七
三
六
~
一
七
九
六
在
位
）
勅
撰
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』（
乾
隆
十
六
年
﹇
一
七
五
二
﹈
初
刊
）
（
３
）

や
趙
翼

（
一
七
二
七
~
一
八
一
四
）『
甌
北
詩
話
』（
嘉
慶
七
年
﹇
一
八
〇
二
﹈
初
刊（
４
））
の
表
彰
を
得
た
。
こ
れ
は
現
在
「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
評
価

の
原
点
に
当
た
る（

５
）。

さ
て
、
な
ぜ
長
く
埋
も
れ
て
い
た
「
悟
真
寺
詩
」
は
、
乾
隆
嘉
慶
期
に
入
っ
て
詩
壇
の
脚
光
を
浴
び
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
白
居
易
の
受
容
史
の
分
野
で
、
一
定
の
検
討
が
蓄
積
し
て
き
た（

６
）。
そ
れ
は
、
乾
隆
帝
の
白
居
易
推
奨
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

白
居
易
詩
歌
へ
の
評
価
が
高
騰
し
、
次
い
で
「
悟
真
寺
詩
」
も
再
評
価
さ
れ
た
と
い
う
見
解
に
要
約
で
き
る
。
た
だ
し
、
白
居
易
の
再

評
価
と
「
悟
真
寺
詩
」
の
再
評
価
と
は
、
あ
く
ま
で
も
相
違
あ
る
二
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
白
居
易
へ
の
評
価
の
高
点
と
し
て
、
北
宋
初

期
の
「
白
体
」
と
明
末
公
安
派
の
「
白
蘇
」
を
貴
ぶ
詩
風
と
の
流
行
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
時
期
に
は
、「
悟
真
寺
詩
」

は
依
然
と
し
て
人
の
読
む
こ
と
あ
り
は
し
な
い
作
品
で
あ
る
。
古
典
時
代
に
お
い
て
、
作
品
へ
の
好
評
は
、
概
し
て
そ
れ
へ
の
擬
作
に

伴
っ
て
発
生
し
て
い
た
。
そ
の
為
に
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
再
評
価
も
、
彼
ら
が
こ
の
詩
に
準
え
て
詩
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
を
前
提
と
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
で
は
、「
悟
真
寺
詩
」
の
再
評
価
を
手
が
か
り
に
し
、
詩
歌
観
が
大

汪
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き
く
異
な
る
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
遊
覧
を
題
材
と
す
る
長
篇
五
言
古
詩
を
検
討
し
、
そ
の
共
通
性
を
明
ら
か
に
し
た
い（

７
）。

一
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
「
悟
真
寺
詩
」
評
論
に
つ
い
て

乾
隆
十
五
年
（
一
七
五
〇
）
成
立
、
翌
年
刊
、
乾
隆
帝
勅
撰
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
に
は
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
が
収
録
さ
れ
、
詩

の
本
文
の
末
に
、
約
五
百
字
の
評
点
が
つ
い
て
い
る
。
詩
を
選
ん
だ
人
、
ま
た
評
を
書
い
た
人
は
特
定
で
き
な
い
が
、
乾
隆
帝
の
序
文

に
よ
れ
ば
、「
詩
醇
之
選
、
則
以
二
代
風
華
、
此
六
家
為
最
。
時
於
幾
暇
偶
一
涉
獵
、
而
去
取
評
品
、
皆
出
於
梁
詩
正
等
數
儒
臣
之
手

（
詩
醇
の
選
は
、
則
ち
以
へ
ら
く
二
代
の
風
華
、
此
の
六
家
は
最
と
為
り
、
と
。
時
に
幾
暇
に
於
ひ
て
偶
々
に
一
渉
猟
し
、
而
る
に
去
取

評
品
は
、
皆
梁
詩
正
な
ど
数
々
の
儒
臣
の
手
に
出
づ
）」（
清
高
宗
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
序
）
と
、
帝
の
好
む
と
こ
ろ
を
伺
い
、
臣
下
が

各
作
品
を
取
捨
し
て
抑
揚
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
本
に
お
け
る
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
編
入
と
評
論
は
、
乾
隆
帝
を
頂
点

と
し
て
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
編
纂
者
集
団
の
総
合
的
な
興
味
を
反
映
す
る
。
そ
の
評
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

洋
洋
灑
灑
、
一
去
讀
去
、
幾
於
千
巖
競
秀
、
萬
壑
爭
流
、
目
不
給
賞
矣
。
就
其
中
細
尋
之
、
則
步
驟
井
然
、
一
絲
不
紊
。
首
四

句
點
清
因
遊
寺
而
登
山
、
並
年
月
日
俱
細
敍
出
。
去
山
四
五
里
至
置
寺
於
其
間
、
寫
寺
外
之
景
、
曲
折
靈
異
、
迥
隔
塵
世
、
如
入

仙
境
、
妙
在
回
頭
四
門
望
四
句
作
一
頓
、
遂
覺
心
神
蕩
漾
、
宛
是
初
到
神
情
。
入
門
無
平
地
一
句
作
提
筆
、
至
聞
之
似
寒
蟬
、
敍

寺
中
路
徑
之
逶
迤
、
樹
木
之
蒼
鬱
。
首
憩
賓
位
亭
、
至
可
以
降
靈
仙
、
細
敍
寺
中
所
歷
之
境
、
與
相
傳
之
法
物
、
開
北
戶
而
前
行
、

又
回
顧
而
見
來
路
、
是
以
對
多
寶
塔
也
。
玉
像
殿
觀
音
堂
皆
寺
四
界
。
是
時
秋
方
中
至
竟
夕
不
欲
眠
、
摹
寫
夜
中
之
景
、
與
八
月

月
上
弦
一
句
相
映
、
又
作
一
束
。
曉
尋
南
塔
路
至
欲
返
仍
盤
桓
、
歷
敍
連
日
所
遊
之
境
、
變
化
出
之
。
由
南
而
東
而
中
而
上
、
不

言
北
者
、
自
入
寺
門
大
抵
皆
向
北
行
也
。
其
間
有
神
像
、
有
峰
巖
、
有
水
、
有
怪
石
、
有
白
蓮
、
有
祠
、
有
臺
、
有
畫
、
有
書
。

細
細
寫
出
日
落
月
上
、
復
帶
敍
次
日
由
晝
入
夜
之
景
、
更
不
拖
沓
。
寫
經
僧
、
誦
經
弟
子
只
虛
寫
、
在
傳
聞
上
敍
出
。
靈
境
與
異

跡
四
句
作
一
總
束
。
一
遊
五
晝
夜
又
與
八
月
月
上
弦
照
應
。
我
本
山
中
人
至
末
收
足
遊
字
意
。
四
十
餘
、
三
十
年
又
與
元
和
九
年

照
應
。
細
玩
全
詩
、
分
明
以
作
記
序
手
筆
用
之
於
詩
、
韓
愈
南
山
詩
以
奇
肆
勝
、
此
以
秀
折
勝
、
可
謂
匹
敵
。
謝
靈
運
遊
山
詩
、

柳
宗
元
山
水
記
素
稱
奇
構
、
以
彼
方
此
、
不
無
廣
狹
之
別
矣
。
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洋
洋
た
り
洒
洒
た
り
、
一
去
に
し
て
読
み
去
ら
ば
、
千
岩
は
秀
を
競
ひ
、
万
壑
は
流
れ
を
争
ふ
に
幾
く
、
目
は
賞
す
る
給
あ
ら

ざ
る
な
り
。
其
の
中
に
就
き
て
細
し
く
之
を
尋
ぬ
れ
ば
、
則
ち
歩
驟
井
然
た
り
、
一
糸
も
紊
れ
ず
。
首
め
の
四
句
は
寺
に
遊
ぶ
に

よ
り
て
山
に
登
る
こ
と
を
点
清
し
、
並
び
に
年
月
日
も
俱
に
細
し
く
叙
出
す
。「
去
山
四
五
里
」
よ
り
「
置
寺
於
其
間
」
に
至
る

は
、
寺
外
の
景
を
写
し
、
曲
折
な
り
霊
異
な
り
、
迥
か
に
塵
世
を
隔
て
、
仙
境
に
入
る
が
如
く
、
妙
は
「
回
頭
四
門
望
」
四
句
は

一
頓
を
作
す
に
在
り
、
遂
に
心
神
蕩
漾
た
る
を
覚
へ
、
宛
も
是
れ
初
め
て
到
る
神
情
の
ご
と
し
。「
入
門
無
平
地
」
一
句
は
提
筆
を

作
し
、「
聞
之
似
寒
蝉
」
に
至
る
は
、
寺
の
中
に
路
経
の
逶
迤
た
り
、
樹
木
の
蒼
鬱
た
る
を
叙
ぶ
。「
首
憩
賓
位
亭
」
よ
り
「
可
以

降
霊
仙
」
に
至
る
は
、
細
し
く
寺
の
中
に
歴
る
所
の
境
と
、
相
ひ
伝
ふ
る
の
法
物
と
を
叙
ぶ
。
北
戸
を
開
け
て
前
に
行
き
、
又
た

回
顧
し
て
来
た
る
路
を
見
、
是
れ
を
以
て
多
宝
塔
に
対
ふ
な
り
。
玉
像
殿
、
観
音
堂
は
皆
寺
の
四
界
に
あ
り
。「
是
時
秋
方
中
」
よ

り
「
竟
夕
不
欲
眠
」
に
至
る
は
、
夜
の
中
の
景
を
摹
写
し
、「
八
月
月
上
弦
」
一
句
と
相
映
し
て
又
一
束
を
作
す
。「
暁
尋
南
塔
路
」

よ
り
「
欲
返
仍
盤
桓
」
に
至
る
は
、
連
日
遊
ぶ
所
の
境
を
歴
叙
す
。
南
よ
り
に
し
て
東
し
て
中
し
て
上
り
、
北
を
言
は
ざ
る
は
、

寺
門
に
入
る
よ
り
大
抵
皆
北
に
向
ひ
て
行
く
な
り
。
其
の
間
に
神
像
有
り
、
峰
岩
有
り
、
水
有
り
、
怪
石
有
り
、
白
蓮
有
り
、
祠

有
り
、
台
有
り
、
画
有
り
、
書
有
り
。
細
細
と
し
て
日
落
ち
月
上
る
こ
と
を
写
出
し
、
復
た
帶
ぶ
る
に
次
日
昼
よ
り
夜
に
入
る
の

景
を
叙
べ
、
更
に
拖
沓
せ
ず
。
写
経
の
僧
、
誦
経
の
弟
子
は
只
虚
写
し
、
伝
聞
の
上
に
在
り
て
叙
出
す
る
の
み
。
霊
境
と
異
跡
と

の
四
句
は
一
つ
の
総
束
を
作
す
。「
一
遊
五
昼
夜
」
は
又
「
八
月
月
上
弦
」
と
照
応
す
。「
我
本
山
中
人
」
よ
り
末
に
至
る
は
遊
の

字
の
意
を
収
め
て
足
る
。
全
詩
を
細
し
く
玩
さ
ば
、
分
明
と
し
て
記
序
を
作
る
手
筆
を
以
て
、
之
れ
を
詩
に
用
ひ
、
韓
愈
の
南
山

詩
は
奇
肆
を
以
て
勝
り
、
此
れ
は
秀
折
を
以
て
勝
り
、
匹
敵
と
謂
ふ
べ
し
。
謝
霊
運
の
遊
山
詩
、
柳
宗
元
の
山
水
記
は
素
よ
り
奇

構
と
称
す
る
も
、
彼
を
以
て
此
に
方
ぶ
れ
ば
、
広
狭
の
別
無
き
は
な
し
。（
清
高
宗
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
巻
二
十
一
）

と
、
ま
ず
、
雑
多
な
物
事
を
一
首
の
作
品
に
集
中
し
て
い
な
が
ら
、
作
品
は
ま
た
理
路
整
然
と
し
て
い
る
、
と
い
う
概
説
を
つ
け
る
。

従
来
、
白
居
易
の
長
篇
は
瑣
末
だ
、
と
い
う
悪
評（
８
）を

払
お
う
と
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
評
論
者
は
白
居
易
の

移
動
を
基
準
と
し
て
、
詩
を
段
分
け
て
帰
納
す
る
。
そ
し
て
、
時
間
や
位
置
な
ど
の
照
応
関
係
を
解
説
す
る
。
最
後
、
散
文
の
記
序
体

で
書
か
れ
た
こ
の
詩
が
、
韓
愈
「
南
山
詩
」
に
匹
敵
し
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
、
柳
宗
元
の
遊
記
を
凌
ぐ
雄
篇
だ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

評
論
者
が
「
悟
真
寺
詩
」
の
表
現
技
巧
を
摂
取
し
ょ
う
と
す
る
意
欲
は
、
こ
の
丹
念
な
分
析
に
窺
え
る
。
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ち
な
み
に
、
同
時
期
に
「
悟
真
寺
詩
」
を
記
体
と
見
做
す
も
の
は
、
ま
た
方
世
挙
（
一
六
七
五
~
一
七
五
九
）『
蘭
叢
詩
話
』
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
但
長
篇
大
作
、
不
知
不
覺
、
自
入
文
體
。
︙
杜
之
北
征
、
序
體
。
八
哀
、
狀
體
。
白
之
遊
悟
真
寺
、
記
體
。

（
但
し
長
篇
大
作
は
、
知
ら
ず
覚
へ
ず
、
自
ら
文
体
に
入
る
。
︙
杜
の
北
征
、
序
体
な
り
。
八
哀
、
状
体
な
り
。
白
の
遊
悟
真
寺
、
記
体

な
り（

９
））」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
長
篇
詩
歌
の
構
造
に
対
す
る
通
論
に
す
ぎ
な
い
。

『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
に
次
ぎ
、
趙
翼
『
甌
北
詩
話
』
も
「
悟
真
寺
詩
」
を
精
読
し
た
。『
甌
北
詩
話
』
は
作
家
論
の
詩
話
で
、
唐
の
代

表
作
家
と
し
て
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
白
居
易
の
四
家
を
各
一
巻
ず
つ
に
分
け
て
評
論
し
た
。
李
・
杜
・
韓
・
白
と
い
う
四
家
の
順
番

は
、『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
に
は
李
・
杜
・
白
・
韓
で
あ
っ
た
が
、
青
木
正
児
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
人
選
は
同
じ
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し

て
、『
甌
北
詩
話
』
に
お
け
る
「
悟
真
寺
詩
」
評
論
も
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
面
影
が
強
く
見
て
取
れ
る
。

 

今
以
其
詩
與
南
山
相
校
、
南
山
詩
但
儱
侗
摹
寫
山
景
、
用
數
十
或
字
、
極
力
刻
畫
、
而
以
之
移
寫
他
山
、
亦
可
通
用
。
悟
真
寺

詩
、
則
先
寫
入
山
、
次
寫
入
寺
、
先
憩
賓
位
、
次
至
玉
像
殿
、
次
觀
音
巖
、
點
明
是
夕
宿
寺
中
。
明
日
又
由
南
塔
路
過
藍
谷
、
登

其
巔
。
又
到
藍
水
環
流
處
、
上
中
頂
最
高
峰
、
尋
謁
一
片
石
、
仙
人
祠
。
迴
尋
畫
龍
堂
、
有
吳
道
子
畫
、
褚
河
南
書
。
總
結
登
歷
、

凡
五
日
。
層
次
既
極
清
楚
、
且
一
處
寫
一
處
景
物
、
不
可
移
易
他
處
、
較
南
山
詩
似
更
過
之
。
又
北
征
、
南
山
皆
用
仄
韻
、
故
氣

力
健
舉
、
此
但
用
平
韻
、
而
逐
層
鋪
敍
、
沛
然
有
餘
、
無
一
語
冗
弱
、
覺
更
難
也
。

 

今
其
の
詩
を
以
て
南
山
と
相
ひ
校
せ
ば
、
南
山
詩
但
だ
儱
侗
と
し
て
山
景
を
摹
写
し
、
数
十
の
或
字
を
用
ひ
、
力
を
極
め
て
刻

画
す
る
の
み
、
而
る
に
之
れ
を
以
て
移
し
て
他
の
山
を
写
せ
ば
、
亦
た
通
用
す
べ
し
。
悟
真
寺
詩
な
ら
ば
、
則
ち
先
ず
入
山
を
写

し
、
次
に
入
寺
を
写
す
。
先
ず
賓
位
に
憩
ひ
、
次
に
玉
像
殿
に
至
り
、
次
に
観
音
岩
、
是
の
夕
、
寺
の
中
に
宿
す
る
こ
と
を
点
明

す
。
明
日
、
又
た
南
塔
路
よ
り
藍
谷
を
過
ぎ
り
、
其
の
巔
に
登
る
。
又
た
藍
水
環
流
の
処
に
到
り
、
中
頂
の
最
高
峰
に
上
り
、
一

片
石
、
仙
人
祠
を
尋
ね
て
謁
す
。
迴
り
て
画
竜
堂
に
尋
ね
、
呉
道
子
の
画
、
褚
河
南
の
書
有
り
。
登
歴
を
総
結
し
、
凡
そ
五
日
あ

り
。
層
次
既
に
極
め
て
清
楚
な
り
、
且
つ
一
つ
の
処
に
一
つ
の
処
の
景
物
を
写
し
、
他
の
処
に
移
易
す
べ
か
ら
ず
、
南
山
詩
に
較

ぶ
れ
ば
、
更
に
之
に
過
る
が
似
し
。
又
北
征
、
南
山
は
皆
仄
韻
を
用
ひ
、
故
に
気
力
健
挙
な
り
、
此
れ
但
だ
平
韻
を
用
ふ
る
の
み
、

而
う
し
て
逐
層
に
し
て
鋪
叙
し
、
沛
然
と
し
て
余
有
り
、
一
語
の
冗
弱
な
る
こ
と
無
く
、
更
に
難
し
と
覚
ゆ
る
な
り
。（
趙
翼
『
甌

北
詩
話
』
巻
三
）

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

110



と
、
ま
ず
、『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
よ
う
に
、「
賓
位
（
亭
）」「
観
音
岩
」「
一
片
石
」
な
ど
景
勝
を
羅
列
し
て
、
詩
の
豊
富
性
と
条
理

性
を
強
調
す
る
。
更
に
平
声
韻
を
百
三
十
回
踏
み
な
が
ら
強
い
表
現
力
を
維
持
で
き
る
と
い
う
白
居
易
の
筆
力
に
趙
翼
が
心
酔
し
て
い

て
、
こ
れ
は
杜
甫
「
北
征
」、
韓
愈
「
南
山
詩
」
以
上
の
難
技
だ
、
と
い
う
独
自
の
見
解
に
辿
り
着
く
。
こ
の
よ
う
に
、
押
韻
問
題
に
関

心
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
趙
翼
が
い
よ
い
よ
長
篇
五
言
古
詩
の
創
作
実
践
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
を
語
る
。

上
記
の
通
り
、
こ
れ
ら
の
評
論
は
①
内
容
の
豊
富
性
②
構
造
の
条
理
性
③
照
応
関
係
④
押
韻
の
筆
力
、
と
い
う
四
つ
の
面
か
ら
「
悟

真
寺
詩
」
を
吟
味
し
て
位
置
づ
け
る
。
よ
っ
て
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
が
こ
の
詩
に
準
え
て
百
韻
以
上
、
或
は
百
韻
の
五
言
古
詩
を
創
作
し

た
こ
と
も
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
乾
隆
帝
『
御
製
詩
集（
（1
（

』
と
趙
翼
『
甌
北
集（
（1
（

』
を
繙
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
見
当
た
ら

な
い
。「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
至
高
の
評
価
と
欠
如
す
る
模
擬
作
は
相
反
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
歩
を
譲
っ
て
、
二
人
の
遊
覧
を
題
材

と
す
る
五
言
古
詩
に
は
、
三
十
韻
あ
た
り
の
作
品
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
、
実
に
は
「
悟
真
寺
詩
」
か
ら
の
影
響
が
見

出
せ
る
。
百
三
十
韻
の
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
と
、
乾
隆
帝
・
趙
翼
の
一
層
短
く
な
る
三
十
韻
の
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
節

に
お
い
て
、
ま
ず
乾
隆
帝
の
作
品
を
中
心
に
し
て
考
察
し
た
い
。

二
、「
悟
真
寺
詩
」
の
縮
約
形
と
し
て
の
三
十
韻
の
五
言
古
詩

さ
て
、
乾
隆
十
六
年
（
一
七
五
一
）
作
、
帝
の
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
を
見
よ
。
こ
れ
を
例
と
す
る
理
由
は
、
乾
隆
帝
が
蘇
軾
の
原

作
「
甘
露
寺（
（1
（

」
に
次
韻
し
た
一
方
、
蘇
軾
の
原
作
も
白
居
易
の
「
悟
真
寺
詩
」
を
模
倣
し
た
。
三
十
二
韻
の
み
有
る
蘇
軾
「
甘
露
寺
」

と
百
韻
三
十
韻
を
踏
む
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
と
の
間
に
、
九
十
八
韻
の
差
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
字
上
も
構
造
上
も
近
似
の

表
現
が
多
く
見
て
取
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
甘
露
寺
と
蘇
軾
の
原
作
と
の
背
景
を
紹
介
し
よ
う
。
甘
露
寺
は
、
宋
の
潤
州
、
清
の

鎮
江
の
北
固
山
に
位
置
し
、
中
唐
の
李
徳
裕
の
布
施
よ
り
建
て
ら
れ
、
鎮
江
地
方
屈
指
の
名
勝
で
あ
る
。
蘇
軾
は
、
熙
寧
四
年
（
一
〇

七
一
）、
潤
州
か
ら
杭
州
へ
向
か
っ
て
通
判
に
就
任
し
、
そ
の
途
次
、
甘
露
寺
を
訪
れ
た
。
詩
の
一
節
を
「
悟
真
寺
詩
」
と
合
わ
せ
て
挙

げ
て
み
た
い
。

9
古
郡
山
為
城　
　

古
郡
は
山
を
城
と
為
し
、

13
山
下
望
山
上　
　

山
下　

山
上
を
望
め
ば
、

乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩
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10
層
梯
轉
朱
欄　
　

層
梯
に
朱
欄
を
転
ら
す
。

14
初
疑
不
可
攀　
　

初
め
は
疑
ふ
攀
づ
べ
か
ら
ざ
る
か
と
。

︙

11
樓
臺
斷
崖
上　
　

楼
台　

断
崖
の
上
、

27
如
擘
山
腹
開　
　

山
腹
を
擘
い
て
開
け
、

28
置
寺
於
其
間　
　

寺
を
其
の
間
に
置
く
が
如
し
。

29
入
門
無
平
地　
　

門
に
入
れ
ば
平
地
無
く
、

12
地
窄
天
水
寬　
　

地
窄
く　

天
水
寛
し
。

30
地
窄
虛
空
寬　
　

地
窄
く
し
て
虚
空
寛
し
。

︙46
首
憩
賓
位
亭　
　

首
め
賓
位
亭
に
憩
ひ
、

47
就
坐
未
及
安　
　

坐
に
就
い
て
未
だ
安
ん
ず
る
に
及
ば
ず
。

48
須
臾
開
北
戸　
　

須
臾
に
し
て
北
戸
を
開
け
ば
、

49
萬
里
明
豁
然　
　

万
里
明
ら
か
に
し
て
豁
然
た
り
。

︙53
野
綠
蔟
草
樹　
　

野
緑　

草
樹
蔟
が
り
、

13
一
覽
吞
數
州　
　

一
覽
し
て　

数
州
を
吞
み
、

54
眼
界
吞
秦
原　
　

眼
界　

秦
原
を
吞
む
。

14
山
長
江
漫
漫　
　

山
は
長
く　

江
は
漫
漫
た
り
。

55
渭
水
細
不
見　
　

渭
水
は
細
く
見
え
ず
、

56
漢
陵
小
於
拳　
　

漢
陵
は
拳
よ
り
も
小
な
り
。

15
卻
望
大
明
寺　
　

却
り
て
大
明
寺
を
望
め
ば
、

57
却
顧
來
時
路　
　

却
っ
て
来
時
の
路
を
顧
み
れ
ば
、

16
惟
見
煙
中
竿　
　

惟
だ
煙
中
の
竿
を
見
る
の
み
。

58
縈
紆
映
朱
欄　
　

縈
紆
し
て
朱
欄
に
映
ず
。

 

蘇
軾
「
甘
露
寺
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
七
）

59
歷
歷
上
山
人　
　

歴
々
た
り
山
に
上
る
人
、

60
一
一
遙
可
觀　
　

一
一
遥
か
に
観
る
べ
し
。

︙ 
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
山
道
を
登
り
、
寺
に
入
り
、
高
点
で
眺
望
す
る
と
い
う
一
連
の
活
動
を
描
く
。
蘇
詩
の
第
十
二
句
「
地
窄
天
水
寛
」
が
白
詩
の
第
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10
層
梯
轉
朱
欄　
　

層
梯
に
朱
欄
を
転
ら
す
。

14
初
疑
不
可
攀　
　

初
め
は
疑
ふ
攀
づ
べ
か
ら
ざ
る
か
と
。

︙

11
樓
臺
斷
崖
上　
　

楼
台　

断
崖
の
上
、

27
如
擘
山
腹
開　
　

山
腹
を
擘
い
て
開
け
、

28
置
寺
於
其
間　
　

寺
を
其
の
間
に
置
く
が
如
し
。

29
入
門
無
平
地　
　

門
に
入
れ
ば
平
地
無
く
、

12
地
窄
天
水
寬　
　

地
窄
く　

天
水
寛
し
。

30
地
窄
虛
空
寬　
　

地
窄
く
し
て
虚
空
寛
し
。

︙46
首
憩
賓
位
亭　
　

首
め
賓
位
亭
に
憩
ひ
、

47
就
坐
未
及
安　
　

坐
に
就
い
て
未
だ
安
ん
ず
る
に
及
ば
ず
。

48
須
臾
開
北
戸　
　

須
臾
に
し
て
北
戸
を
開
け
ば
、

49
萬
里
明
豁
然　
　

万
里
明
ら
か
に
し
て
豁
然
た
り
。

︙53
野
綠
蔟
草
樹　
　

野
緑　

草
樹
蔟
が
り
、

13
一
覽
吞
數
州　
　

一
覽
し
て　

数
州
を
吞
み
、

54
眼
界
吞
秦
原　
　

眼
界　

秦
原
を
吞
む
。

14
山
長
江
漫
漫　
　

山
は
長
く　

江
は
漫
漫
た
り
。

55
渭
水
細
不
見　
　

渭
水
は
細
く
見
え
ず
、

56
漢
陵
小
於
拳　
　

漢
陵
は
拳
よ
り
も
小
な
り
。

15
卻
望
大
明
寺　
　

却
り
て
大
明
寺
を
望
め
ば
、

57
却
顧
來
時
路　
　

却
っ
て
来
時
の
路
を
顧
み
れ
ば
、

16
惟
見
煙
中
竿　
　

惟
だ
煙
中
の
竿
を
見
る
の
み
。

58
縈
紆
映
朱
欄　
　

縈
紆
し
て
朱
欄
に
映
ず
。

 

蘇
軾
「
甘
露
寺
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
七
）

59
歷
歷
上
山
人　
　

歴
々
た
り
山
に
上
る
人
、

60
一
一
遙
可
觀　
　

一
一
遥
か
に
観
る
べ
し
。

︙ 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
山
道
を
登
り
、
寺
に
入
り
、
高
点
で
眺
望
す
る
と
い
う
一
連
の
活
動
を
描
く
。
蘇
詩
の
第
十
二
句
「
地
窄
天
水
寛
」
が
白
詩
の
第

三
十
句
「
地
窄
虚
空
寛
」
を
出
典
と
す
る
の
は
、
施
元
之
に
よ
っ
て
注
釈
さ
れ
た
。
し
か
し
、
施
元
之
の
看
過
し
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ

な
い
が
、
甘
露
寺
の
位
置
を
指
示
す
る
第
十
一
句
「
楼
台
断
崖
上
」
も
、
白
詩
の
第
二
十
七
、
二
十
八
句
「
如
擘
山
腹
開
、
置
寺
於
其

間
」
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
登
山
過
程
を
説
明
す
る
蘇
詩
の
第
九
、
十
句
も
、
同
じ
場
面
を
記
述
す
る
白
詩
の
第
十
三

句
か
ら
の
十
数
句
に
当
た
る
。
さ
ら
に
、
蘇
詩
の
第
十
三
句
か
ら
の
四
句
は
、
自
分
の
視
界
が
ま
ず
各
州
の
山
水
を
収
め
、
そ
し
て
、

来
る
方
向
に
振
り
回
せ
ば
、
そ
こ
に
大
明
寺
が
煙
の
中
に
立
つ
棒
の
よ
う
に
細
く
見
え
る
、
と
寺
で
の
眺
め
を
描
く
。
こ
こ
に
、
視
覚

を
形
容
す
る
「
吞
」
字
と
、
視
点
を
変
換
す
る
「
却
望
」
と
い
う
動
作
と
は
、「
悟
真
寺
詩
」
を
踏
襲
す
る
表
現
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た

部
分
の
後
に
、
蘇
軾
は
諸
葛
亮
が
座
っ
た
「
狠
石
」、
梁
の
武
帝
が
鋳
た
「
鉄
鑊
」、
張
僧
繇
が
描
い
た
菩
薩
、
陸
探
微
が
描
い
た
「
獅

子
」、
李
徳
裕
が
植
え
た
柏
樹
、
近
来
発
掘
さ
れ
た
舎
利
と
碑
文
な
ど
の
文
物
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
も
「
悟
真
寺
詩
」
に
お
け
る
「
尋
謁

一
片
石
、
仙
人
祠
。
迴
尋
畫
龍
堂
、
有
呉
道
子
画
、
褚
河
南
書
」（
趙
翼
『
甌
北
詩
話
』
巻
三
）
な
ど
の
描
写
と
重
な
り
合
う
。

つ
ま
り
、「
甘
露
寺
」
は
百
三
十
韻
の
「
悟
真
寺
詩
」
を
三
十
二
韻
に
簡
略
化
し
て
、
そ
の
縮
約
形
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

三
十
韻
を
踏
む
「
甘
露
寺
」
は
、
実
に
は
蘇
軾
の
五
言
古
詩
の
中
に
屈
指
の
大
長
篇
に
数
え
ら
れ
る
。
注
意
に
値
す
る
の
は
、『
御
選
唐

宋
詩
醇
』
が
「
甘
露
寺
」
を
収
録
し
て
、
次
の
よ
う
な
評
論
を
つ
け
た
。

 

就
寺
中
所
見
器
物
、
撫
時
懐
古
。
每
事
各
為
段
落
、
而
感
慨
深
情
、
別
有
規
連
矩
洩
之
妙
。

 

寺
の
中
の
見
る
所
の
器
物
に
就
き
、
時
を
撫
し
古
を
懐
ふ
。
每
事
各
々
段
落
と
為
り
、
而
し
て
感
慨
し
て
情
深
く
、
別
に
規
は

連
な
り
矩
は
洩の

ぶ
る
の
妙
有
り
。（
清
高
宗
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
巻
三
十
三
）

と
、
詩
は
各
文
物
を
記
述
し
て
、
段
落
も
歴
然
し
、
感
慨
も
無
量
し
、
配
置
の
巧
を
尽
く
す
。
尚
又
乾
隆
帝
の
側
近
の
紀
昀
も
、「
以

敍
記
體
行
之
、
首
尾
完
整
、
可
為
長
篇
之
式
（
叙
記
の
体
を
以
っ
て
之
を
行
ひ
、
首
尾
完
整
な
り
、
長
篇
の
式
と
為
る
べ
し（

（1
（

）」
と
、
こ

の
詩
を
「
叙
記
体
」
で
書
か
れ
た
長
篇
詩
歌
と
考
え
た
。
よ
つ
て
、
乾
隆
帝
と
そ
の
周
り
の
大
臣
か
ら
み
れ
ば
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
は
、

『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
に
「
以
作
記
序
手
筆
用
之
於
詩
」
と
評
さ
れ
る
「
悟
真
寺
詩
」
と
同
類
の
作
品
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
帝
の

「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
は
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
の
和
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

詩
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
十
六
年
（
一
七
五
一
）、
帝
は
初
回
の
南
巡
の
途
次
、
鎮
江
に
駐
蹕
し
て
甘
露
寺
に
行
幸
し
た
。
米
芾

「
甘
露
寺
」
序
に
よ
れ
ば
、
蘇
軾
が
言
及
し
た
諸
文
物
は
、
夙
に
宋
の
元
符
（
一
〇
九
八
~
一
〇
一
一
）
末
に
焼
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

（1
（

。

乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
の
詩
興
が
薄
れ
る
こ
と
は
な
い
。
甘
露
寺
の
風
景
に
心
を
突
き
動
か
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
機
会
に
乗
じ
て

長
篇
五
言
古
詩
と
い
う
詩
型
に
挑
も
う
と
す
る
の
は
、
帝
の
本
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
帝
の
作
品
に
は
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」

を
越
え
て
、
直
接
に
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
表
現
を
摂
取
し
た
と
こ
ろ
が
見
出
せ
る
。

7
捨
舟
而
遵
陸　
　

舟
を
捨
て
陸
に
遵
ひ
、

7
自
茲
捨
車
馬　
　

茲
よ
り
車
馬
を
捨
て
、

8
快
控
青
驄
鞍　
　

快
く　

青
驄
の
鞍
を
控
ふ
。

8
始
涉
藍
溪
灣　
　

始
め
て
藍
溪
の
灣
を
渉
る
。

9
左
右
綠
麥
畦　
　

左
右
に　

緑
麦
の
畦
あ
り
、

9
手
拄
青
竹
杖　
　

手
に
青
竹
の
杖
を
拄
へ
、

10
曲
折
朱
木
欄　
　

曲
折
す　

朱
木
の
欄
を
。

10
足
蹋
白
石
灘　
　

足
に
白
石
の
灘
を
蹋
む
。

11
比
日
多
舟
居　
　

比
日　

舟
に
居
る
こ
と
多
く
、

11
漸
怪
耳
目
曠　
　

漸
く
耳
目
の
曠
き
を
怪
し
み
、

12
乘
馬
意
為
寬　
　

馬
に
乗
り
て
意
は
寛
し
と
為
る
。

12
不
聞
人
世
喧　
　

人
世
の
喧
し
き
を
聞
か
ず
。

13
南
仰
峰
嵂
嶊　
　

南
の
か
た
峰
に
仰
が
ば
嵂
嶊
な
り
、

13
山
下
望
山
上　
　

山
下　

山
上
を
望
め
ば
、

14
北
俯
波
渺
漫　
　

北
の
か
た
波
を
俯
せ
ば
渺
漫
た
り
。

14
初
疑
不
可
攀　
　

初
め
は
疑
ふ
攀
づ
べ
か
ら
ざ
る
か
と
。

15
尋
筏
歩
初
地　
　

筏
を
尋
ね
て
初
地
に
歩
き
、

15
誰
知
中
有
路　
　

誰
か
知
ら
ん
中
に
路
有
り
、

16
參
幡
標
刹
竿　
　

幡
に
参
り
て
刹
竿
を
標
と
す
。

16
盤
折
通
岩
巔　
　

盤
折
し
て
岩
巔
に
通
ず
る
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
高
宗
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」

17
一
息
幡
竿
下　
　

一
た
び
幡
竿
の
下
に
息
ひ
、

 

（『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
巻
二
十
三
）

18
再
休
石
龕
邊　
　

再
び
石
龕
の
辺
に
休
む
。

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
寺
に
辿
る
道
を
描
く
一
節
で
あ
る
。
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
の
相
当
部
分
は
第
九
か
ら
第
十
二
句
あ
た
り
で
、
す
で
に
前
文
に
挙
げ

ら
れ
た
。
三
人
の
作
を
比
較
す
れ
ば
、
移
動
手
段
を
変
換
し
て
進
む
こ
と
と
、
晴
れ
て
い
く
心
情
と
、
寺
へ
向
か
う
途
中
の
目
印
と
し

て
の
旗
と
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
場
面
は
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
と
乾
隆
帝
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
と
に
見
え
る
が
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」

に
は
該
当
す
る
描
写
が
な
い
。
そ
の
為
、
帝
が
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
を
作
る
際
、
蘇
軾
の
原
作
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
源
頭
た
る
白

居
易
「
悟
真
寺
詩
」
を
も
意
識
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ま
た
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
編
者
の
梁
詩
正
が
帝
の
作
に
奉
和
す

る
「
恭
和
御
製
甘
露
寺
和
蘇
東
坡
韻（
（1
（

」
に
看
取
で
き
る
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
の
詩
興
が
薄
れ
る
こ
と
は
な
い
。
甘
露
寺
の
風
景
に
心
を
突
き
動
か
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
機
会
に
乗
じ
て

長
篇
五
言
古
詩
と
い
う
詩
型
に
挑
も
う
と
す
る
の
は
、
帝
の
本
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
帝
の
作
品
に
は
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」

を
越
え
て
、
直
接
に
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
表
現
を
摂
取
し
た
と
こ
ろ
が
見
出
せ
る
。

7
捨
舟
而
遵
陸　
　

舟
を
捨
て
陸
に
遵
ひ
、

7
自
茲
捨
車
馬　
　

茲
よ
り
車
馬
を
捨
て
、

8
快
控
青
驄
鞍　
　

快
く　

青
驄
の
鞍
を
控
ふ
。

8
始
涉
藍
溪
灣　
　

始
め
て
藍
溪
の
灣
を
渉
る
。

9
左
右
綠
麥
畦　
　

左
右
に　

緑
麦
の
畦
あ
り
、

9
手
拄
青
竹
杖　
　

手
に
青
竹
の
杖
を
拄
へ
、

10
曲
折
朱
木
欄　
　

曲
折
す　

朱
木
の
欄
を
。

10
足
蹋
白
石
灘　
　

足
に
白
石
の
灘
を
蹋
む
。

11
比
日
多
舟
居　
　

比
日　

舟
に
居
る
こ
と
多
く
、

11
漸
怪
耳
目
曠　
　

漸
く
耳
目
の
曠
き
を
怪
し
み
、

12
乘
馬
意
為
寬　
　

馬
に
乗
り
て
意
は
寛
し
と
為
る
。

12
不
聞
人
世
喧　
　

人
世
の
喧
し
き
を
聞
か
ず
。

13
南
仰
峰
嵂
嶊　
　

南
の
か
た
峰
に
仰
が
ば
嵂
嶊
な
り
、

13
山
下
望
山
上　
　

山
下　

山
上
を
望
め
ば
、

14
北
俯
波
渺
漫　
　

北
の
か
た
波
を
俯
せ
ば
渺
漫
た
り
。

14
初
疑
不
可
攀　
　

初
め
は
疑
ふ
攀
づ
べ
か
ら
ざ
る
か
と
。

15
尋
筏
歩
初
地　
　

筏
を
尋
ね
て
初
地
に
歩
き
、

15
誰
知
中
有
路　
　

誰
か
知
ら
ん
中
に
路
有
り
、

16
參
幡
標
刹
竿　
　

幡
に
参
り
て
刹
竿
を
標
と
す
。

16
盤
折
通
岩
巔　
　

盤
折
し
て
岩
巔
に
通
ず
る
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
高
宗
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」

17
一
息
幡
竿
下　
　

一
た
び
幡
竿
の
下
に
息
ひ
、

 

（『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
巻
二
十
三
）

18
再
休
石
龕
邊　
　

再
び
石
龕
の
辺
に
休
む
。

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
寺
に
辿
る
道
を
描
く
一
節
で
あ
る
。
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
の
相
当
部
分
は
第
九
か
ら
第
十
二
句
あ
た
り
で
、
す
で
に
前
文
に
挙
げ

ら
れ
た
。
三
人
の
作
を
比
較
す
れ
ば
、
移
動
手
段
を
変
換
し
て
進
む
こ
と
と
、
晴
れ
て
い
く
心
情
と
、
寺
へ
向
か
う
途
中
の
目
印
と
し

て
の
旗
と
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
場
面
は
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
と
乾
隆
帝
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
と
に
見
え
る
が
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」

に
は
該
当
す
る
描
写
が
な
い
。
そ
の
為
、
帝
が
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
を
作
る
際
、
蘇
軾
の
原
作
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
源
頭
た
る
白

居
易
「
悟
真
寺
詩
」
を
も
意
識
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ま
た
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
編
者
の
梁
詩
正
が
帝
の
作
に
奉
和
す

る
「
恭
和
御
製
甘
露
寺
和
蘇
東
坡
韻（
（1
（

」
に
看
取
で
き
る
。

　
　

15
回
首
浮
玉
山　
　

首
を
回
ら
せ
ば　

玉
山
浮
か
び
、

57
却
顧
來
時
路　
　

却
っ
て
来
時
の
路
を
顧
み
れ
ば
、

58
縈
紆
映
朱
欄　
　

縈
紆
し
て
朱
欄
に
映
ず
。

　
　

16
歷
歷
多
帆
竿　
　

歴
々
た
り
帆
竿
多
し
。

59
歷
歷
上
山
人　
　

歴
々
た
り
山
に
上
る
人
、

　
　

︙

60
一
一
遙
可
觀　
　

一
一
遥
か
に
観
る
べ
し
。

︙

　
　

27
尚
餘
古
鐵
鑊　
　

尚
ほ
古
の
鉄
鑊
を
余
し
、

95
隔
瓶
見
舍
利　
　

瓶
を
隔
て
て
舎
利
を
見
る
、

　
　

28
蘚
暈
生
微
瀾　
　

蘚
暈　

微
瀾
を
生
ず
。

96
圓
轉
如
金
丹　
　

円
転　

金
丹
の
如
し
。

　
　

29
甲
子
誰
所
記　
　

甲
子　

誰
か
記
す
所
や
、

97
玉
笛
何
代
物　
　

玉
笛　

何
れ
の
代
の
物
ぞ
、

　
　

30
仿
佛
欹
銅
盤　
　

仿
佛
と
し
て　

欹
銅
盤
の
ご
と
し
。

98
天
人
施
祇
園　
　

天
人　

祇
園
に
施
す
。

梁
詩
正
「
恭
和
御
製
甘
露
寺
和
蘇
東
坡
韻
」（『
矢
音
集
』
巻
八
）

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
ま
ず
、
頭
を
振
り
回
す
と
い
う
動
作
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
が
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
の
第
十
五
、
十
六
句
で
は
そ
の
視
点
を

単
数
の
「
大
明
寺
」
に
絞
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梁
詩
正
の
作
で
は
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
表
現
に
即
し
て
、
視
点
を
「
歴
々
」

と
い
っ
た
よ
う
に
複
数
の
も
の
に
合
わ
せ
た
。
次
に
、「
鉄
鑊
」
に
関
す
る
描
写
で
あ
る
。
緑
青
の
様
子
を
描
く
「
生
微
瀾
」
と
い
う
三

文
字
は
、
蘇
軾
「
甘
露
寺
」
の
「
28
積
雨
生
微
瀾
（
積
雨
微
瀾
を
生
ず
）」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
一
方
、「
鉄
鑊
」
の
制
作
年
代
に
対

す
る
「
甲
子
誰
所
記
」
と
い
う
質
問
表
現
は
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
の
「
玉
笛
何
代
物
」
を
意
識
し
て
い
た
。

上
記
の
通
り
、
乾
隆
帝
を
頂
点
と
し
て
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
の
編
纂
者
集
団
は
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
を
貴
ぶ
と
同
時
に
、
そ
の
表

現
を
自
分
の
作
品
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
彼
ら
は
、
百
韻
の
五
言
古
詩
を
作
る
こ
と
に
及
ば
ず
、
た
だ
三

十
韻
あ
た
り
の
も
の
に
止
ま
っ
た
の
か
。
乾
隆
帝
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」
の
後
半
に
は
、
そ
の
一
つ
の
答
案
が
見
か
る
。

55
東
坡
詩
中
仙
56
五
字
留
吟
安　
　

東
坡　

詩
中
の
仙
、
五
字
を
留
め
て　

吟
じ
安
ん
ず
。

57
豪
氣
驅
雄
才
58
力
敵
扶
揺
摶　
　

豪
気　

雄
才
を
駆
り
、
力　

扶
揺
に
敵
ひ
て
摶
つ
。

59
倚
韻
成
長
篇
60
非
欲
為
其
難　
　

韻
に
倚
り
て　

長
篇
を
成
す
は
、
其
の
難
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
。

 

清
高
宗
「
甘
露
寺
和
蘇
軾
韻
」（『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
巻
二
十
三
）

乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩
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と
、
蘇
軾
の
原
作
は
、
扶
揺
を
う
っ
て
上
昇
す
る
鵬
に
匹
敵
す
る
力
量
を
持
ち
、
そ
し
て
、
私
が
そ
れ
に
次
韻
し
て
長
篇
を
作
る
の

は
、
そ
の
難
技
に
挑
む
つ
も
り
で
は
な
い
と
、
帝
が
述
べ
る
。
乾
隆
帝
は
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
四
万
四
千
三
十
八
首
の
詩
歌
を
残
っ

て
旺
盛
な
創
作
欲
を
表
し
た
人（
（1
（

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
帝
が
数
十
・
百
韻
の
長
篇
古
詩
を
自
由
に
操
作
で
き
る
こ
と

を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
作
詩
を
暇
の
遊
び
と
見
做
し
、
一
首
の
作
品
を
鍛
え
ぬ
く
耐
性
が
な
い
と
い
う
帝
の
態
度

上
の
緩
み
も
そ
の
一
因
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
白
居
易
の
如
き
の
筆
力
の
欠
如
こ
そ
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
乾
隆
帝

に
限
ら
ず
、
趙
翼
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
節
か
ら
は
、
二
人
の
実
作
を
も
っ
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

三
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩

『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
刊
行
の
あ
た
り
に
、
乾
隆
帝
の
長
篇
五
言
詩
は
、
ま
た
同
十
四
年
「
遊
東
甘
澗
古
中
盤
諸
勝
即
景
三
十
韻
」、
同

十
九
年
「
杪
秋
遊
醫
巫
閭
山
得
五
言
三
十
韻
」
二
首
が
あ
る
。「
遊
東
甘
澗
古
中
盤
諸
勝
即
景
三
十
韻
」
は
、
乾
隆
十
四
年
（
一
七
四

九
）
九
月
二
十
一
日
、
帝
が
盤
山
の
東
甘
澗
、
古
中
盤
に
行
幸
し
て
、
そ
の
体
験
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
帝
は
こ
れ
ま
で
盤
山
に

八
回
も
行
幸
し
、
多
数
の
作
品
を
書
い
た
。
そ
の
中
に
唯
一
の
長
篇
五
言
古
詩
と
し
て
、
こ
の
詩
は
帝
が
該
当
詩
型
に
挑
む
試
作
だ
と

見
做
さ
れ
る
。
も
し
こ
の
詩
の
叙
景
表
現
を
白
居
易
「
遊
悟
真
寺
詩
」
の
相
当
の
一
部
分
に
比
べ
れ
ば
、

19
仍
尋
向
来
路　
　

仍
向
来
の
路
を
尋
ね
、

109
曉
尋
南
塔
路　
　

暁
に
尋
ぬ
南
塔
の
路
、

20
盤
廻
度
雲
嶠　
　

盤
回
と
し
て
雲
嶠
を
度
る
。

110
亂
竹
低
嬋
娟　
　

乱
竹
低
れ
て
嬋
娟
た
り
。

21
松
門
界
別
徑　
　

松
門　

別
径
に
界
し
、

111
林
幽
不
逢
人　
　

林
幽
に
し
て
人
に
逢
は
ず
、

22
石
闥
開
天
奥　
　

石
闥　

天
奥
を
開
く
。

112
寒
蝶
飛
翾
翾　
　

寒
蝶
飛
び
て
翾
翾
た
り
。

23
蒙
茸
攀
煙
蘿　
　

蒙
茸
と
し
て
煙
蘿
を
攀
じ
、

113
山
果
不
識
名　
　

山
果　

名
を
識
ら
ず
、

24
詰
屈
窮
水
隩　
　

詰
屈
と
し
て
水
隩
を
窮
む
。

114
離
離
夾
道
蕃　
　

離
離
と
し
て
道
を
夾
み
て
蕃
し
。

25
仄
棧
歷
㠎
嶫　
　

仄
桟　

㠎
嶫
と
し
て
歴
、

115
足
以
療
饑
乏　
　

以
て
飢
乏
を
療
す
る
に
足
り
、

26
深
林
攓
茂
冒　
　

深
林　

茂
冒
と
し
て
攓
る
。

116
摘
嘗
味
甘
酸　
　

摘
み
嘗
む
れ
ば
味
甘
酸
。
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と
、
蘇
軾
の
原
作
は
、
扶
揺
を
う
っ
て
上
昇
す
る
鵬
に
匹
敵
す
る
力
量
を
持
ち
、
そ
し
て
、
私
が
そ
れ
に
次
韻
し
て
長
篇
を
作
る
の

は
、
そ
の
難
技
に
挑
む
つ
も
り
で
は
な
い
と
、
帝
が
述
べ
る
。
乾
隆
帝
は
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
四
万
四
千
三
十
八
首
の
詩
歌
を
残
っ

て
旺
盛
な
創
作
欲
を
表
し
た
人（
（1
（

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
帝
が
数
十
・
百
韻
の
長
篇
古
詩
を
自
由
に
操
作
で
き
る
こ
と

を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
作
詩
を
暇
の
遊
び
と
見
做
し
、
一
首
の
作
品
を
鍛
え
ぬ
く
耐
性
が
な
い
と
い
う
帝
の
態
度

上
の
緩
み
も
そ
の
一
因
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
白
居
易
の
如
き
の
筆
力
の
欠
如
こ
そ
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
乾
隆
帝

に
限
ら
ず
、
趙
翼
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
節
か
ら
は
、
二
人
の
実
作
を
も
っ
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

三
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩

『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
刊
行
の
あ
た
り
に
、
乾
隆
帝
の
長
篇
五
言
詩
は
、
ま
た
同
十
四
年
「
遊
東
甘
澗
古
中
盤
諸
勝
即
景
三
十
韻
」、
同

十
九
年
「
杪
秋
遊
醫
巫
閭
山
得
五
言
三
十
韻
」
二
首
が
あ
る
。「
遊
東
甘
澗
古
中
盤
諸
勝
即
景
三
十
韻
」
は
、
乾
隆
十
四
年
（
一
七
四

九
）
九
月
二
十
一
日
、
帝
が
盤
山
の
東
甘
澗
、
古
中
盤
に
行
幸
し
て
、
そ
の
体
験
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
帝
は
こ
れ
ま
で
盤
山
に

八
回
も
行
幸
し
、
多
数
の
作
品
を
書
い
た
。
そ
の
中
に
唯
一
の
長
篇
五
言
古
詩
と
し
て
、
こ
の
詩
は
帝
が
該
当
詩
型
に
挑
む
試
作
だ
と

見
做
さ
れ
る
。
も
し
こ
の
詩
の
叙
景
表
現
を
白
居
易
「
遊
悟
真
寺
詩
」
の
相
当
の
一
部
分
に
比
べ
れ
ば
、

19
仍
尋
向
来
路　
　

仍
向
来
の
路
を
尋
ね
、

109
曉
尋
南
塔
路　
　

暁
に
尋
ぬ
南
塔
の
路
、

20
盤
廻
度
雲
嶠　
　

盤
回
と
し
て
雲
嶠
を
度
る
。

110
亂
竹
低
嬋
娟　
　

乱
竹
低
れ
て
嬋
娟
た
り
。

21
松
門
界
別
徑　
　

松
門　

別
径
に
界
し
、

111
林
幽
不
逢
人　
　

林
幽
に
し
て
人
に
逢
は
ず
、

22
石
闥
開
天
奥　
　

石
闥　

天
奥
を
開
く
。

112
寒
蝶
飛
翾
翾　
　

寒
蝶
飛
び
て
翾
翾
た
り
。

23
蒙
茸
攀
煙
蘿　
　

蒙
茸
と
し
て
煙
蘿
を
攀
じ
、

113
山
果
不
識
名　
　

山
果　

名
を
識
ら
ず
、

24
詰
屈
窮
水
隩　
　

詰
屈
と
し
て
水
隩
を
窮
む
。

114
離
離
夾
道
蕃　
　

離
離
と
し
て
道
を
夾
み
て
蕃
し
。

25
仄
棧
歷
㠎
嶫　
　

仄
桟　

㠎
嶫
と
し
て
歴
、

115
足
以
療
饑
乏　
　

以
て
飢
乏
を
療
す
る
に
足
り
、

26
深
林
攓
茂
冒　
　

深
林　

茂
冒
と
し
て
攓
る
。

116
摘
嘗
味
甘
酸　
　

摘
み
嘗
む
れ
ば
味
甘
酸
。

 

清
高
宗
「
遊
東
甘
澗
古
中
盤
諸
勝
即
景
三
十
韻
」

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

 

（『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
巻
十
三
）　

と
、
来
る
道
に
戻
っ
て
、
そ
し
て
、
分
か
れ
道
を
歩
き
、
自
然
風
景
を
満
喫
す
る
と
い
う
体
験
を
描
く
。
東
韻
冬
韻
の
「
蒙
茸
」
と

渓
母
の
「
詰
屈
」
と
の
対
偶
及
び
緝
韻
洽
韻
の
「
㠎
嶫
」
と
明
母
の
「
茂
冒
」
と
の
対
偶
は
共
に
双
声
畳
韻
語
を
掛
け
合
い
、
起
伏
の

音
調
で
山
水
の
奥
深
さ
を
伝
え
る
。
し
か
し
、
長
篇
古
詩
の
叙
景
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
凝
縮
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
は
同
じ
場
面
に
お
い
て
、
竹
の
垂
れ
、
蝶
の
飛
び
、
果
実
の
滋
味
な
ど
、
物
事
の
具
体
的
な
様
子
を

表
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
現
の
具
体
性
の
差
は
、
景
勝
を
描
く
際
、
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

39
懸
崖
飛
瀑
水　
　

懸
崖　

瀑
水
を
飛
し
、

141
東
南
月
上
時　
　

東
南　

月
上
る
時
、

40
切
顥
聳
瑶
臺　
　

切
顥
と
し
て
瑶
台
聳
つ
。

142
夜
氣
青
漫
漫　
　

夜
気
青
く
し
て
漫
漫
た
り
。

　
　

 

（
自
注
）
右
聖
水
盆

143
百
丈
碧
潭
底　
　

百
丈　

碧
潭
の
底
、

41
尚
有
芝
英
碣　
　

尚
ほ
芝
英
の
碣
有
り
、

144
寫
出
黃
金
盤　
　

写
し
出
た
ず
黄
金
の
盤
。

42
寧
妨
薦
福
雷　
　

寧
ん
ぞ
薦
福
の
雷
を
妨
げ
ん
や
。

145
藍
水
色
似
藍　
　

藍
水
は
色　

藍
の
似
し
、

　
　

 

（
自
注
）
右
蝌
蚪
碑

146
日
夜
長
潺
潺　
　

日
夜
長
に
潺
潺
た
り
。

43
武
陵
雖
假
借　
　

武
陵
は
假
借
す
と
雖
も
、

147
周
廻
繞
山
轉　
　

周
回
し
て
山
を
繞
り
て
転
じ
、

44
洞
口
試
徘
徊　
　

洞
口
に
徘
徊
す
る
を
試
み
る
。

148
下
視
如
青
環　
　

下
視
す
れ
ば
青
環
の
如
し
。

45
作
記
徴
彭
澤　
　

記
を
作
り　

彭
沢
を
徴
し
、

149
或
鋪
為
慢
流　
　

或
い
は
鋪
い
て
慢
流
と
為
り
、

46
成
詩
憶
楚
材　
　

詩
を
成
し　

楚
材
を
憶
ふ
。

150
或
激
為
奔
湍　
　

或
い
は
激
し
て
奔
湍
と
為
る
。

　
　

 

（
自
注
）
右
桃
花
洞

151
泓
澄
最
深
處　
　

泓
澄　

最
る
深
き
処
、

47
寧
知
進
士
第　
　

寧
ん
ぞ
知
ら
ん
や　

進
士
の
第
は
、

152
浮
出
蛟
龍
涎　
　

浮
か
び
出
づ
蛟
龍
の
涎
。

48
轉
遜
岳
陽
杯　
　

転
た
岳
陽
の
杯
に
遜ゆ
ず

る
る
を
。

 
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

　
　

  （
自
注
）
右
呂
公
巌　
（
清
高
宗
「
杪
秋
遊
醫
巫
閭
山
得

五
言
三
十
韻
」『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
卷
五
十
三
）

乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩
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と
、
醫
巫
閭
山
は
、
錦
州
府
に
あ
る
。
北
方
幽
州
の
鎮
守
の
山
と
し
て
、
そ
の
祭
祀
は
「
北
鎮
」
の
名
義
で
隋
よ
り
清
ま
で
持
続
し

て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
に
あ
る
四
つ
の
景
勝
に
対
し
て
、
帝
は
十
句
を
か
け
て
描
い
た
が
、「
聖
水
盆
」
の
二
句
を
除
い
て
他
は
全
部
典
故
を
引

い
て
間
接
的
な
描
写
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
蝌
蚪
碑
」
を
描
く
に
、
そ
の
書
体
を
芝
草
の
よ
う
な
「
芝
英
書（
（2
（

」
に
、
そ
の
状
態
を
雷
に
砕

け
ら
れ
た
薦
福
碑
に
置
き
換
え
て
表
現
す
る
。
一
方
「
聖
水
盆
」
を
描
く
二
句
は
、
滝
水
が
注
ぎ
こ
む
石
台
を
「
切
顥
」
と
直
叙
す
る

が
、「
切
顥
」
は
帝
の
造
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
切
は
清
さ
を
、
顥
は
白
ま
た
盛
大
を
意
味
し
、
清
く
て
白
い
水
気
が
染
み
渡
っ
て
、
そ

の
中
に
石
台
が
聳
え
て
い
る
と
い
う
様
子
を
表
そ
う
と
す
る
。
硬
質
な
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
は
「
碧

潭
藍
水
」
の
鳥
瞰
と
い
う
一
箇
所
の
景
勝
に
十
二
句
を
重
ね
、
湖
面
の
月
の
投
影
か
ら
川
の
深
ん
ど
の
泡
ま
で
の
各
景
色
を
読
み
手
に

伝
え
る
。

白
居
易
と
の
比
較
を
通
し
、
典
故
と
造
語
を
用
い
る
こ
と
に
長
ず
る
乾
隆
帝
は
、
景
物
を
直
叙
す
る
こ
と
に
至
っ
て
、
力
が
及
ば
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
帝
は
豊
富
な
典
故
で
飾
ら
れ
る
排
律
を
五
十
韻
な
い
し
百
韻
ま
で
綴
れ
る
が（

（2
（

、
高
度
の
実
写
を

要
求
す
る
長
篇
五
言
古
詩
に
至
っ
て
、
三
十
韻
あ
た
り
に
筆
を
擱
い
た
。
こ
れ
は
、『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
で
は
そ
の
評
者
が
「
悟
真
寺

詩
」
の
①
内
容
の
豊
富
性
、
ま
た
豊
富
な
内
容
を
配
置
で
き
る
②
構
造
の
条
理
性
③
照
応
関
係
に
賛
辞
を
捧
げ
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
趙
翼
の
場
合
、
そ
の
「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
評
論
に
鑑
み
れ
ば
、
彼
も
長
篇
五
言
古
詩
に
お
け
る
筆
力
の
不
足
と
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
た
。
考
察
対
象
と
し
て
、
ま
ず
、
乾
隆
四
十
九
年
（
一
七
八
四
）
作
、
彼
の
最
長
の
五
言
古
詩
で
あ
る
「
万
寿
重
寧
寺
五

十
韻
」
を
挙
げ
た
い
。
重
寧
寺
は
揚
州
に
あ
り
、
乾
隆
帝
の
南
巡
を
祝
う
工
事
と
し
て
、
詩
の
作
っ
た
当
年
に
落
成
し
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う

な
背
景
を
持
ち
、「
万
寿
重
寧
寺
五
十
韻
」
は
寺
の
絶
景
を
描
い
た
後
、
そ
の
奢
侈
を
嘆
い
て
帝
の
倹
徳
を
礼
賛
し
、「
引
之
節
儉
（
之

を
節
倹
に
引
く
）」（『
史
記
』
巻
一
一
七
「
司
馬
相
如
列
伝
」）
と
い
う
賦
の
性
格
を
有
す
る
。
故
に
、
こ
の
詩
は
、

13
廣
殿
俯
城
闉
14
重
簷
接
象
緯　
　

広
殿　

城
闉
を
俯
し
、
重
簷　

象
緯
に
接
す
。

15
瓦
筒
黃
流
金
16
瓴
甋
碧
滑
水　
　

瓦
筒　

黄
な
り
て
金
を
流
れ
、
瓴
甋　

碧
く
て
水
滑
ら
か
な
り
。

17
丹
楹
千
步
廊
18
白
玉
九
層
戺　
　

丹
楹　

千
歩
の
廊
、
白
玉　

九
層
の
戺
。
趙
翼
「
万
寿
重
寧
寺
五
十
韻
」（『
甌
北
集
』
巻
二
十
八
）

と
、
主
に
静
態
的
な
叙
景
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
華
麗
で
あ
り
な
が
ら
没
個
性
的
な
表
現
は
、
正
に
『
甌
北
詩
話
』
で

は
趙
翼
が
韓
愈
「
南
山
詩
」
を
「
但
儱
侗
摹
寫
山
景
、
用
數
十
或
字
、
極
力
刻
畫
、
而
以
之
移
寫
他
山
、
亦
可
通
用
」（『
甌
北
詩
話
』
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巻
三
）と
非
難
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
趙
翼
は
こ
の
作
品
を
自
選
集
『
甌
北
詩
鈔（
（2
（

』
に
収
録
し
な
い
原
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
旦
趙
翼
が
「
儱
侗
」
的
な
描
き
方
を
放
棄
し
て
、
描
写
の
適
切
さ
を
求
め
れ
ば
、
彼
は
詩
を
五
十
韻
に
綴
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
例
と
し
て
、
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
二
）
作
、「
霊
谷
寺
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
霊
谷
寺
は
、
南
京
の
鍾
山
に
あ
り
、
六
朝

の
異
僧
の
宝
誌
の
肉
身
仏
を
供
養
す
る
名
所
で
あ
る（

（2
（

。
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）、
趙
翼
は
す
で
に
七
言
律
詩
「
霊
谷
寺
」（『
甌
北

集
』
巻
三
十
五
）
一
首
を
作
っ
た
が
、
今
回
は
同
じ
題
材
を
も
っ
て
長
篇
五
言
古
詩
と
い
う
詩
型
に
挑
む
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
甌

北
詩
鈔
』
巻
四
に
所
収
さ
れ
、
作
者
自
身
の
認
め
を
得
る
。
詩
の
叙
景
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
、

5
山
門
到
堂
廡
6
鞭
馬
嫌
不
速　
　
　

山
門
よ
り
堂
廡
に
到
り
、
馬
を
鞭
う
ち
て
速
か
ら
ざ
る
を
嫌
ふ
。

7
中
恢
無
梁
殿
8
制
彷
古
陶
復　
　
　

中
に
無
梁
の
殿
を
恢
く
し
、
制
は
古
の
陶た
う

復ふ
く

に
彷
ふ
。

9
累
甓
代
棟
隆
10
穹
作
層
阿
屋　
　
　

甓
を
累
ね
て
棟
隆
に
代
り
、
穹
は
層
阿
の
屋
を
作
る
。

11
旁
有
琵
琶
街
12
屧
響
賽
琴
筑　
　
　

旁
ら
に
琵
琶
街
有
り
、
屧
響
き
て
琴
筑
に
賽な
ぞ
らふ
。

13
最
後
功
德
水
14
趵
突
地
底
伏　
　
　

最
後
は
功
徳
水
、
趵
突　

地
底
に
伏
す
。

15
憤
盈
一
涌
出
16
直
上
三
丈
竹　
　
　

憤
盈
と
し
て
一
に
涌
き
出
で
、
直
ち
三
丈
の
竹
に
上
る
。

17
鍾
魚
腫
僧
顱
18
丹
碧
眩
鳥
目　
　
　

鍾
魚　

僧
の
顱
を
腫は

れ
し
め
、
丹
碧　

鳥
目
を
眩く
ら

ま
す
。

19
當
年
誰
結
搆
20
巨
麗
壓
坤
軸　
　
　

当
年　

誰
か
結
搆
せ
ん
や
、
巨
麗　

坤
軸
を
圧
ふ
。

 

趙
翼
「
霊
谷
寺
」（『
甌
北
集
』
巻
四
十
四
、『
甌
北
詩
鈔
』
巻
四
）

と
、
こ
こ
に
、
趙
翼
が
表
そ
う
と
す
る
の
は
、
霊
谷
寺
の
「
巨
麗
」
で
は
な
く
、
穹
窿
構
造
の
「
無
梁
殿
」
な
ど
の
景
勝
及
び
俗
世

の
喧
騒
に
染
め
ら
れ
て
い
る
寺
の
雰
囲
気
、
と
い
う
彼
が
霊
谷
寺
に
対
す
る
独
自
の
感
覚
で
あ
る
。
第
八
句
の
「
陶
復
」
と
い
う
語
は

『
詩
経
』「
緜
」
を
出
典
と
し
、
陶
瓦
器
で
壁
を
敷
き
て
窯
洞
を
作
る
こ
と
を
指
す
。
棟
の
無
い
穹
窿
構
造
の
建
物
の
内
部
景
観
を
適
切

に
描
き
出
す
。
そ
し
て
、
第
十
七
句
の
「
腫
僧
顱
」
と
い
う
表
現
は
、
硬
質
で
あ
り
な
が
ら
、
僧
侶
た
ち
す
ら
耐
え
き
れ
な
い
寺
の
騒

ぎ
を
読
み
手
に
伝
え
る
。

一
方
、
叙
景
の
部
分
は
上
記
の
第
二
十
句
に
止
ま
る
。
詩
の
第
二
十
一
句
か
ら
結
尾
ま
で
の
四
十
句
は
、
明
の
太
祖
が
霊
谷
寺
を
今

の
位
置
に
遷
移
し
、
そ
し
て
、
成
祖
は
こ
こ
に
天
竺
の
異
僧
の
哈
立
麻
に
法
会
を
開
催
さ
せ
た
な
ど
、
寺
の
歴
史
を
遡
っ
て
論
ず
る
。

乾
隆
帝
と
趙
翼
の
長
篇
五
言
古
詩
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叙
景
よ
り
、
史
学
に
長
ず
る
趙
翼
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
評
論
こ
そ
彼
が
筆
を
走
ら
せ
る
領
域
で
あ
る
。
乾
隆
五
十
二
年
（
一

七
八
七
）
作
、
二
十
二
韻
の
「
仙
霞
嶺
」（『
甌
北
集
』
巻
三
十
一
）
も
同
じ
よ
う
に
、
詩
の
最
初
の
十
韻
は
叙
景
で
、
第
十
一
韻
か
ら

結
尾
ま
で
は
仙
霞
嶺
を
め
ぐ
っ
て
福
建
省
の
割
拠
史
に
関
す
る
歴
史
評
論
で
あ
る
。
十
韻
二
十
句
あ
た
り
の
幅
は
、
趙
翼
に
と
っ
て
、

程
の
良
い
景
色
描
写
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
を
見
よ
。
乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
六
一
）、
趙
翼
が
広
東
知
府
よ
り
貴
西
兵
備
道
に
昇
進
す
る
任
命
を

受
け
、
後
継
者
の
到
達
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
羅
浮
山
に
数
日
間
に
遊
ん
で
い
た
。
こ
の
出
遊
の
顛
末
を
、
彼
が
一
首
に
あ
た
り
約
十

韻
を
踏
む（

（2
（

十
首
の
五
言
古
詩
に
分
け
て
記
述
し
た
。
も
し
韻
目
の
変
換
を
無
視
し
て
十
首
の
詩
を
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
百
三
韻
ま
で

重
な
り
、
一
首
の
長
篇
五
言
古
詩
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
趙
翼
が
十
首
の
形
に
分
け
て
記
述
し
た
の
は
、
そ
の
筆
力
の
不
足
で
は
な
か

ろ
う
か
。
連
作
の
第
四
、
第
六
首
の
冒
頭
の
四
句
を
そ
れ
ぞ
れ
に
挙
げ
て
、
彼
の
表
現
上
の
窮
屈
を
考
察
す
れ
ば
、

1
迢
迢
黃
龍
洞　

迢
迢
た
る
黄
竜
洞
、

1
飛
雲
五
千
仞　

飛
雲　

五
千
仞
あ
り
、

2
南
漢
天
華
宮　

南
漢
の
天
華
宮
。

2
雲
聚
族
而
衆　

雲
聚
ま
り　

族あ
つ

ま
り
て
衆
し
。

3
我
來
拾
級
登　

我
来
た
り　

拾
級
し
て
登
り
、

3
我
行
入
迷
茫　

我
行
き
て
迷
茫
に
入
り
、

4
邱
壑
何
玲
瓏　

邱
壑　

何
ぞ
玲
瓏
た
る
。

4
目
力
不
得
縱　

目
力
を
縦
に
す
る
を
得
ず

　
　
　
　

趙
翼
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
其
四

　
　
　
　
　
　

趙
翼
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
其
六

 

（『
甌
北
集
』
巻
十
七
、『
甌
北
詩
鈔
』
無
し
）

 

（『
甌
北
集
』
巻
十
七
、『
甌
北
詩
鈔
』
巻
二
）

と
、
ま
ず
、「
黄
竜
洞
」「
飛
雲
（
峰
）」
と
い
う
景
勝
の
名
を
記
し
、
そ
し
て
、
自
分
の
移
動
に
従
っ
て
目
に
映
っ
た
景
色
を
描
く
。

両
詩
の
書
き
方
は
重
複
の
よ
う
に
見
え
る
。『
甌
北
詩
鈔
』
で
は
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
を
五
首
に
縮
め（

（2
（

、「
黄
竜
洞
」
を
描
く
第
四
首
を

削
除
し
、「
飛
雲
峰
」
に
関
す
る
第
六
首
を
保
留
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
重
複
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
韻
目
を
改
め
て
、
よ
り
自
由
的
に
文
字
を
操
作
で
き
る
連
作
で
さ
え
、
表
現
の
単
調
を
免
れ
ず
、
一
つ
の
韻
目
を
百
回
以

上
綴
る
の
は
、
更
に
言
う
ま
で
も
な
い
。
創
作
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
甘
苦
を
充
分
に
味
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、『
甌
北
詩
話
』
で
は

趙
翼
が
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
に
対
し
て
、
④
押
韻
の
筆
力
、
つ
ま
り
平
声
韻
を
百
三
十
回
踏
み
な
が
ら
強
い
表
現
力
を
維
持
で
き
る

と
い
う
独
自
の
賛
辞
を
捧
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
吟
味
を
通
し
て
、
趙
翼
の
筆
力
も
向
上
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
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叙
景
よ
り
、
史
学
に
長
ず
る
趙
翼
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
評
論
こ
そ
彼
が
筆
を
走
ら
せ
る
領
域
で
あ
る
。
乾
隆
五
十
二
年
（
一

七
八
七
）
作
、
二
十
二
韻
の
「
仙
霞
嶺
」（『
甌
北
集
』
巻
三
十
一
）
も
同
じ
よ
う
に
、
詩
の
最
初
の
十
韻
は
叙
景
で
、
第
十
一
韻
か
ら

結
尾
ま
で
は
仙
霞
嶺
を
め
ぐ
っ
て
福
建
省
の
割
拠
史
に
関
す
る
歴
史
評
論
で
あ
る
。
十
韻
二
十
句
あ
た
り
の
幅
は
、
趙
翼
に
と
っ
て
、

程
の
良
い
景
色
描
写
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
を
見
よ
。
乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
六
一
）、
趙
翼
が
広
東
知
府
よ
り
貴
西
兵
備
道
に
昇
進
す
る
任
命
を

受
け
、
後
継
者
の
到
達
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
羅
浮
山
に
数
日
間
に
遊
ん
で
い
た
。
こ
の
出
遊
の
顛
末
を
、
彼
が
一
首
に
あ
た
り
約
十

韻
を
踏
む（

（2
（

十
首
の
五
言
古
詩
に
分
け
て
記
述
し
た
。
も
し
韻
目
の
変
換
を
無
視
し
て
十
首
の
詩
を
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
百
三
韻
ま
で

重
な
り
、
一
首
の
長
篇
五
言
古
詩
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
趙
翼
が
十
首
の
形
に
分
け
て
記
述
し
た
の
は
、
そ
の
筆
力
の
不
足
で
は
な
か

ろ
う
か
。
連
作
の
第
四
、
第
六
首
の
冒
頭
の
四
句
を
そ
れ
ぞ
れ
に
挙
げ
て
、
彼
の
表
現
上
の
窮
屈
を
考
察
す
れ
ば
、

1
迢
迢
黃
龍
洞　

迢
迢
た
る
黄
竜
洞
、

1
飛
雲
五
千
仞　

飛
雲　

五
千
仞
あ
り
、

2
南
漢
天
華
宮　

南
漢
の
天
華
宮
。

2
雲
聚
族
而
衆　

雲
聚
ま
り　

族あ
つ

ま
り
て
衆
し
。

3
我
來
拾
級
登　

我
来
た
り　

拾
級
し
て
登
り
、

3
我
行
入
迷
茫　

我
行
き
て
迷
茫
に
入
り
、

4
邱
壑
何
玲
瓏　

邱
壑　

何
ぞ
玲
瓏
た
る
。

4
目
力
不
得
縱　

目
力
を
縦
に
す
る
を
得
ず

　
　
　
　

趙
翼
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
其
四

　
　
　
　
　
　

趙
翼
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
其
六

 

（『
甌
北
集
』
巻
十
七
、『
甌
北
詩
鈔
』
無
し
）

 

（『
甌
北
集
』
巻
十
七
、『
甌
北
詩
鈔
』
巻
二
）

と
、
ま
ず
、「
黄
竜
洞
」「
飛
雲
（
峰
）」
と
い
う
景
勝
の
名
を
記
し
、
そ
し
て
、
自
分
の
移
動
に
従
っ
て
目
に
映
っ
た
景
色
を
描
く
。

両
詩
の
書
き
方
は
重
複
の
よ
う
に
見
え
る
。『
甌
北
詩
鈔
』
で
は
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
を
五
首
に
縮
め（

（2
（

、「
黄
竜
洞
」
を
描
く
第
四
首
を

削
除
し
、「
飛
雲
峰
」
に
関
す
る
第
六
首
を
保
留
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
重
複
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
韻
目
を
改
め
て
、
よ
り
自
由
的
に
文
字
を
操
作
で
き
る
連
作
で
さ
え
、
表
現
の
単
調
を
免
れ
ず
、
一
つ
の
韻
目
を
百
回
以

上
綴
る
の
は
、
更
に
言
う
ま
で
も
な
い
。
創
作
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
甘
苦
を
充
分
に
味
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、『
甌
北
詩
話
』
で
は

趙
翼
が
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
に
対
し
て
、
④
押
韻
の
筆
力
、
つ
ま
り
平
声
韻
を
百
三
十
回
踏
み
な
が
ら
強
い
表
現
力
を
維
持
で
き
る

と
い
う
独
自
の
賛
辞
を
捧
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
悟
真
寺
詩
」
へ
の
吟
味
を
通
し
て
、
趙
翼
の
筆
力
も
向
上
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、『
甌
北
詩
話
』
刊
行
の
一
年
後
、
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）
作
、「
偕
王
仲
瞿
孝
廉
蒋
于
野
秀
才
遊
洞
庭
東
西
両
山
時
呉
県
湯
明
府

為
治
装
七
首
」（
以
下
「
遊
洞
庭
東
西
両
山
」
と
略
称
す
）
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
東
西
洞
庭
山
は
、
太
湖
に
あ
る
小
島
で
あ
る
。
こ
の
連

作
は
「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
と
同
じ
、
出
遊
の
顛
末
を
一
首
に
あ
た
り
約
十
韻
を
踏
む（

（2
（

七
首
の
五
言
古
詩
に
分
け
て
記
述
す
る
。『
甌
北
詩

鈔
』
に
は
、
こ
の
七
首
の
作
品
が
全
部
収
録
さ
れ
、
趙
翼
の
自
信
作
だ
と
言
え
る
。
ま
ず
、
そ
の
第
六
首
を
挙
げ
て
、
彼
が
「
悟
真
寺

詩
」
の
一
部
分
を
書
き
改
め
た
第
六
首
を
確
認
し
た
い
。

4
我
來
秉
炬
探　

我
来
た
り
て
炬
を
秉
り
探
せ
ば
、

129
我
來
登
上
頭　

我
来
り
て
上
頭
に
登
り
、

5
實
可
五
六
里　

実
に
五
六
里
ば
か
り
。

130
下
臨
不
測
淵　

下　

不
測
の
渊
に
臨
む
。

6
蝙
蝠
驚
火
光　

蝙
蝠　

火
光
に
驚
き
、

131
目
眩
手
足
掉　

目
眩
み
手
足
掉
る
ひ
、

7
撲
面
亂
飛
起　

面
を
撲
ち　

乱
れ
て
飛
び
起
こ
る
。

132
不
敢
低
頭
看　

敢
へ
て
頭
を
低
れ
て
看
ず
。

8
其
下
坎
陷
處　

其
の
下　

坎
陥
の
処
、

133
風
從
石
下
生　

風
は
石
下
よ
り
生
じ
、

9
膝
行
不
得
跬　

膝
行
し
て
跬
を
得
ず
。

134
薄
人
而
上
摶　

人
に
薄
り
て
上
り
摶
つ
。

10
匍
匐
泥
滿
身　

匍
匐
し
て
泥
は
身
に
満
ち
、

135
衣
服
似
羽
翮　

衣
服
は
羽
翮
に
似
て
、

11
笑
比
負
塗
豕　

笑
ふ　

塗
を
負
ふ
豕
に
比
す
る
こ
と
を
。

136
開
張
欲
飛
騫　

開
張
し
て
飛
び
騫
が
ら
ん
と
欲
す
。

　
　
　
　

趙
翼
「
遊
洞
庭
東
西
兩
山
」
其
六

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

 

（『
甌
北
集
』
巻
四
十
五
、『
甌
北
詩
鈔
』
巻
四
）

と
、
洞
庭
西
山
に
あ
る
「
林
屋
洞
」
を
探
索
す
る
と
い
う
体
験
で
あ
る
。「
遊
悟
真
寺
」
で
は
岩
に
登
り
、
下
か
ら
の
風
に
吹
か
れ
て

服
が
翼
の
よ
う
に
羽
ば
た
い
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
、
洞
窟
に
入
り
、
身
が
泥
の
中
に
あ
る
豚
の
よ
う
に
汚
れ
ま
み
れ
に
な
っ
た
と
い

う
体
験
に
置
換
す
る
。「
負
塗
豕
」
と
は
『
易
』「
睽
」
を
出
典
と
す
る
語
彙
で
あ
る
。
趙
翼
は
用
典
と
直
叙
と
を
融
合
さ
せ
て
、
自
分

の
体
験
を
適
切
に
描
き
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
豊
富
さ
は
、
第
二
、
第
四
首
の
冒
頭
部
に
も
見
え
る
。

1
洞
庭
本
湖
名　

洞
庭
は
本
よ
り
湖
の
名
、

1
莫
釐
最
高
頂　

莫
釐　

最
高
の
頂
、

2
今
名
湖
中
嶺　

今
湖
中
の
嶺
を
名
づ
く
。

2
俯
瞰
全
湖
光　

俯
瞰
す　

全
湖
の
光
を
。

3
七
十
有
二
峰　

十
有
二
の
峰
あ
り
、

3
三
萬
六
千
頃　

三
万
六
千
頃
、
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4
東
西
列
屏
整　

東
西
の
か
た　

屏
を
列
ぶ
る
こ
と
整
ふ
。

4
澔
涆
盪
我
腸　

澔
涆
と
し
て
我
が
腸
を
盪
ふ
。

 

趙
翼
「
遊
洞
庭
東
西
両
山
」
其
二
（
同
前
）

 

趙
翼
「
遊
洞
庭
東
西
両
山
」
其
四
（
同
前
）

と
、
ま
ず
「
洞
庭
山
」「
莫
釐
峰
」
と
い
う
と
い
う
景
勝
の
名
を
記
し
、
そ
し
て
、
そ
の
数
量
と
面
積
を
描
く
。
そ
の
書
き
方
は
一
見

に
し
て
重
な
っ
た
が
、
一
は
太
湖
か
ら
洞
庭
山
を
遠
望
し
て
そ
の
風
景
を
直
叙
し
、
一
は
莫
釐
峰
か
ら
太
湖
を
俯
瞰
し
て
自
分
の
感
覚

を
伝
え
る
。
視
点
の
変
換
に
よ
っ
て
、「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
の
よ
う
な
表
現
上
の
重
複
を
免
れ
る
。
そ
し
て
、
自
己
の
感
覚
を
伝
え
よ
う

と
す
る
第
四
首
は
、

173
中
頂
最
高
峰
174
拄
天
青
玉
竿　
　
　

中
頂
の
最
高
峰
、
天
を
拄
ふ
青
玉
竿
。

175
𪕍
𪕌
上
不
得
176
豈
我
能
攀
援　
　
　
𪕍
𪕌
も
上
り
得
ず
、
豈
に
我
能
く
攀
援
せ
ん
や
。

 

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
六
）

と
、
白
居
易
の
作
品
に
お
け
る
自
分
が
嶺
を
仰
ぐ
と
い
う
一
節
を
異
な
る
視
点
で
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

清
乾
隆
嘉
慶
期
の
詩
壇
は
、
在
来
の
王
漁
洋
の
「
神
韻
説
」
に
対
し
て
、
そ
の
一
律
な
作
風
を
厭
い
、
詩
人
た
ち
は
各
自
の
性
格
嗜

好
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
開
い
て
い
た
。
白
居
易
に
関
す
る
評
価
も
こ
の
新
潮
に
乗
じ
て
、
貴
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
文
芸
史
や
批
評
史
な
ど
の
巨
視
的
な
考
察
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
行
わ
れ
て
き
た
。
本
文
で
は
、
焦
点
を
白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」

と
い
う
異
例
の
長
篇
五
言
古
詩
に
当
て
て
、
乾
隆
帝
と
趙
翼
の
作
品
を
微
視
的
に
精
読
す
る
こ
と
を
通
し
、
そ
こ
に
「
悟
真
寺
詩
」
を

模
倣
し
た
表
現
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
乾
隆
帝
と
趙
翼
が
三
十
韻
あ
た
り
の
五
言
古
詩
の
創
作
に
手
を
か
け
た
際
、
二
人
が
表
現

上
に
、
或
は
押
韻
上
に
挫
け
た
。
そ
こ
で
、
二
人
は
古
詩
の
幅
を
極
限
的
に
伸
ば
し
な
が
ら
優
れ
る
表
現
力
を
維
持
で
き
る
白
居
易
「
悟

真
寺
詩
」
を
至
高
の
手
本
と
し
て
崇
め
て
い
た
。
僅
か
な
一
例
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
詩
人
の
創
作
が
ど
の
よ
う
に
そ
の

批
評
を
形
づ
く
る
の
か
と
い
う
問
題
を
回
答
で
き
る
。

注

（
１
）  

白
居
易
「
悟
真
寺
詩
」
は
、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
を
底
本
と
す
る
。
ま
た
白
居
易
「
悟
真
寺

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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詩
」
の
表
現
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
川
合
康
三
「
こ
と
ば
の
過
剰
―
唐
代
文
学
の
中
の
白
居
易
―
」（『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
二
巻
、

勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

（
２
）  
楊
万
里
『
誠
斎
詩
話
』（
辛
更
儒
箋
校
『
楊
万
里
集
箋
校
』
巻
一
一
四
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
五
言
長
韻
、
如
遊
悟
真
寺
一

百
韻
、
真
絶
唱
也
。」
と
い
う
一
言
の
評
論
が
あ
る
。

（
３
）  

清
高
宗
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』
は
、
乾
隆
二
十
五
年
紫
陽
書
院
重
刊
『
御
選
唐
宋
詩
醇
』（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
内
閣

文
庫
蔵
、w

w
w.digital.archives.go.jp/file/1071791

）
を
底
本
と
す
る
。

（
４
）  

『
甌
北
詩
話
』
は
、
霍
松
林
、
胡
主
佑
校
点
『
甌
北
詩
話
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
5
）  

水
野
平
次
『
新
講
支
那
文
学
史
』
第
三
編
第
二
章
第
三
節
「
元
和
長
慶
の
韓
白
両
家
」（
東
洋
図
書
、
一
九
三
二
年
）、
岡
村
繫
『
白
氏

文
集
』
二
上
巻
五
「
遊
悟
真
寺
一
百
三
十
韻
」「
余
説
」（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
6
）  

尚
永
亮
「
従
『
浅
俗
』
之
否
定
到
多
元
之
闡
釈
―
清
前
中
期
白
居
易
詩
接
受
的
階
段
性
変
化
及
其
要
因
」（「
復
旦
学
報
（
社
会
科
学

版
）」、
二
〇
一
〇
年
第
五
期
）
を
参
照
。

（
7
）  

本
文
に
お
け
る
「
長
篇
五
言
古
詩
」
は
、
遊
覧
を
題
材
と
す
る
作
品
に
限
定
さ
れ
る
。

（
8
）  

「
蘇
東
坡
云
、
楽
天
善
長
篇
、
但
格
製
不
高
、
局
於
浅
切
、
又
不
能
変
風
操
、
故
読
而
易
厭
矣
」、
高
棅
編
、
張
詢
重
訂
『
唐
詩
品
彙
』

卷
二
十
一
「
白
居
易
」（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
本
館
蔵
、w

w
w.digital.archives.go.jp/im

g/3671579

）
を
参
照
。
同

じ
テ
キ
ス
ト
は
、
胡
震
亨
『
唐
音
癸
籤
』
卷
七
「
評
彙
三
」（
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
に
も
あ
る
。

（
9
）  

方
世
挙
『
蘭
叢
詩
話
』
は
、
張
寅
彭
『
清
詩
話
全
編
』
乾
隆
期
三
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
10
）  

青
木
正
児
『
清
代
文
学
評
論
史
』
第
六
章
「
格
調
・
性
霊
両
詩
説
の
対
立
」
四
「
蒋
士
銓
（
清
容
）
と
趙
翼
（
甌
北
）」（『
青
木
正
児
全

集
』
第
一
巻
、
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

乾
隆
帝
の
作
品
は
、『
清
高
宗
御
製
詩
文
全
集
』（
国
立
故
宮
博
物
館
、
一
九
七
六
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
12
）  

趙
翼
の
作
品
は
、
李
学
穎
、
曹
光
甫
校
点
『
甌
北
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
13
）  

蘇
軾
の
作
品
は
、
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
14
）  

孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
七
「
甘
露
寺
」「
誥
案
」
を
参
照
。
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（
15
）  

「
元
符
末
一
旦
為
火
所
焚
、
六
朝
遺
物
掃
地
、
李
衛
公
祠
、
手
植
檜
亦
焚
蕩
」、
米
芾
『
宝
晋
英
光
集
』
巻
四
「
甘
露
寺
」
序
（
台
湾
学

生
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

（
16
）  
梁
詩
正
『
矢
音
集
』
は
、『
清
代
詩
文
集
彙
編
』
第
二
八
五
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
17
）  
高
策
「
清
高
宗
御
製
詩
文
創
作
流
程
及
代
筆
問
題
探
疑
―
以
新
見
『
乾
隆
御
稿
』
為
核
心
」（『
文
献
』
第
四
期
、
二
〇
二
三
年
七
月
）

を
参
照
。

（
18
）  

阿
桂
修
『
盛
京
通
志
』
巻
九
十
八
「
祠
祀
二
・
広
寧
県
北
鎮
廟
」（
遼
海
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
19
）  

蒋
溥
『
盤
山
志
』
卷
首
一
「
巡
典
」（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

（
20
）  

「
蕭
子
良
撰
古
文
之
書
五
十
二
種
︙
芝
英
倒
薤
」、
封
演
撰
、
趙
貞
信
校
注
『
封
氏
聞
見
記
校
注
』
卷
二
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）

を
参
照
。

（
21
）  

例
え
ば
、「
六
月
朔
日
自
香
山
遊
聖
感
諸
勝
即
景
成
詩
得
五
十
韻
」（『
御
製
詩
集
』「
二
集
」
卷
十
三
）、「
避
暑
山
荘
百
韻
詩
」（『
御
製

詩
集
』「
初
集
」
卷
四
十
三
）
な
ど
が
あ
る
。

（
22
）  

阿
史
当
阿
修
『
嘉
慶
重
修
揚
州
府
志
』
巻
三
「
巡
幸
三
・
万
寿
重
寧
寺
碑
記
」（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
23
）  

趙
翼
『
甌
北
詩
鈔
』
は
、
乾
隆
五
十
八
年
湛
貽
堂
刊
『
甌
北
詩
鈔
』（
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、archive.

w
ul.w

aseda.ac.jp/kosho/i13/i13_00951/

）
を
底
本
と
す
る
。

（
24
）  

霊
谷
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
趙
翼
『
簷
曝
雜
記
』
巻
五
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
に
も
言
及
さ
れ
る
。

（
25
）  

「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
各
首
の
韻
数
に
つ
い
て
、
其
一
は
九
韻
、
其
二
は
九
韻
、
其
三
は
十
一
韻
、
其
四
は
十
一
韻
、
其
五
は
十
一
韻
、
其

六
は
十
一
韻
、
其
七
は
十
韻
、
其
八
は
十
三
韻
、
其
九
は
十
一
韻
、
其
十
は
十
三
韻
で
あ
る
。『
甌
北
集
』
巻
十
七
を
参
照
。

（
26
）  

『
甌
北
詩
鈔
』
巻
二
「
羅
浮
紀
遊
」
に
は
、「
羅
浮
紀
遊
十
首
」
の
其
一
・
三
・
六
・
八
・
十
が
保
留
さ
れ
る
。

（
27
）  

「
偕
王
仲
瞿
孝
廉
蒋
于
野
秀
才
遊
洞
庭
東
西
両
山
時
呉
県
湯
明
府
為
治
装
七
首
」
各
首
の
韻
数
に
つ
い
て
、
其
一
は
八
韻
、
其
二
は
十

韻
、
其
三
は
八
韻
、
其
四
は
九
韻
、
其
五
は
十
韻
、
其
六
は
十
一
韻
、
其
七
は
十
一
韻
で
あ
る
。『
甌
北
集
』
巻
十
七
を
参
照
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

124


